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2 広報いしかわ　１０月号

み
ん
な
で
進
め
よ
う
健
康
づ
く
り パート㈪パート㈪

　

石
川
町
で
は
、
第
４
次
総
合
計
画
（
キ
ラ
ラ　

プ
ラ
ン
）
の
５
本
の
柱
の
一
つ

２１

「
人
に
や
さ
し
く
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
健
康

い
し
か
わ　

」
計
画
を
作
成
し
、
本
当
の
健
康
と
は
何
か
、
み
な
さ
ん
と
考
え
、

２１

目
標
に
向
か
っ
て
健
康
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
及
び
生
活
習
慣
や

生
活
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
、
が
ん
、
脳

血
管
疾
患
、
循
環
器
疾
患
等
の
生
活
習
慣

病
の
割
合
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ

に
伴
い
近
い
将
来
、
要
医
療
者
及
び
要
介

護
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
は
平
成　
１２

年
３
月
に
国
民
健
康
づ
く
り
運
動　
「
健

康
日
本　

」
を
定
め
、
さ
ら
に
、
県
で
は

２１

平
成　

年
度
に「
健
康
ふ
く
し
ま　

計
画
」

１３

２１

を
策
定
し
、
従
来
ま
で
の
寿
命
の
延
伸
だ

け
で
な
く
病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
期
間
、
い
わ
ゆ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
を

実
現
す
る
た
め
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ

り
、健
康
を
増
進
し
発
病
を
予
防
す
る「
一

次
予
防
」
の
推
進
や
、
社
会
環
境
の
改
善

を
も
含
め
た
健
康
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本
町
で
も
、
総

合
的
・
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
実
践
す
る
健
康
づ
く
り
を
基
本

に
家
庭
、
学
校
、
職
域
、
地
域
等
が
一
体

と
な
っ
た
健
康
づ
く
り
の
展
開
と
、
社
会

的
専
門
的
支
援
を
図
る
た
め
、
具
体
的
な

行
動
計
画
と
し
て
「
健
康
い
し
か
わ　

計
２１

画
」
を
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
本
町
独

自
の
地
域
性
を
考
慮
し
た
数
値
目
標
」
と

「
町
民
の
参
加
」
の
２
本
立
て
と
し
ま
し

た
。「
町
民
の
参
加
」
に
つ
い
て
は
「
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
開
催
し
町
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
成
人
（　

代
〜　

代

２０

８０

の
男
女
）、
中
学
生
、
高
校
生
の
生
活
習
慣

に
関
す
る
意
識
調
査
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

健
康
の
実
現
は
個
人
の
健
康
観
に
よ
り
一

人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
取
り
組
む
課
題
で

す
が
、
個
人
の
力
と
合
わ
せ
て
、
社
会
全

体
が
個
人
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
を
支

援
す
る
と
い
う
視
点
で
策
定
し
ま
し
た
。

�
健
康
い
し
か
わ　

�の
２１

目
的
と
は

計
画
策
定
の
視
点

●
計
画
の
役
割

　

こ
の
計
画
は
、
石
川
町
第
４
次
総

合
計
画
「
キ
ラ
ラ　

プ
ラ
ン
」
の

２１

「
人
に
や
さ
し
く
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
標
と

し
、
町
、
関
係
団
体
に
お
い
て
推
進

す
る
健
康
づ
く
り
事
業
の
指
針
で
あ

る
と
と
も
に
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・

職
場
等
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

計
画
で
あ
り
ま
す
。

●
計
画
の
期
間

　

こ
の
計
画
の
期
間
は
、
平
成　

年
１４

（
２
０
０
２
年
）
度
を
初
年
度
と
し
、

平
成　

年
（
２
０
１
１
年
）
度
を
目

２３

標
年
度
と
す
る　

年
間
と
し
ま
す
。

１０

　

計
画
の
中
間
年
度
で
あ
る
平
成　
１８

年
（
２
０
０
６
年
）
度
を
目
途
に
、

計
画
の
中
間
評
価
と
内
容
の
見
直
し

を
実
施
し
ま
す
。



3広報いしかわ　１０月号

●町民アンケートの内容　　平成１３年９月に実施（保健衛生協力員の手渡しによる）
《成人》２０代～８０代の男女１，６５８人●質問事項　①栄養・食生活　②身体活動・運動　③こころの健康　④喫煙　⑤アルコール　⑥歯の健康
《中学・高校生》中学校２校、高等学校２校の１，４２５人●質問事項　①たばこ　②アルコール　③こころの健康　④歯の健康

単位：円

平成
１２年度

平成
１１年度

平成
１０年度

平成
９年度

平成
８年度区　分

314,742326,089311,126294,708281,832石川町

351,572360,348346,398336,942327,524県平均

●出生率の推移（人口千対）

　出生数は、全国同様年々減少の一途をた
どり、出生率は平成７年以降全国、県を更
に下回る結果になっています。

●死亡率の推移（人口千対）

　死亡数は、ここ２０年間やや横ばい状態で
すが、死亡率は国、県を上回った状態で移
行しており、年齢調整死亡率でみると平成
７年には下回った状態になりました。
年齢調整死亡率　平成２年　石川町５．８、県５．６
　　　　　　　　平成７年　石川町４．７、県５．３
（注）年齢調整死亡率は、年齢構成が著しく違う人口
集団の間での死亡率や特定の年齢層に偏在する死因
別死亡率などをその年齢構成の差を取り除いて比較
する場合に用いるものである。

人口構成　年齢別（男９，７４３人　女１０，１７１人　計１９，９１４人）　平成１２年国勢調査

　本町の人口構成は、６５～７４歳、４５～５４歳、そして１０～１９歳の年代の３つの頂点が特徴であ
ります。若年層は１５～１９歳をピークに減少し、今後、少子高齢化の傾向が進んでいくと推
計されます。

●要介護高齢者等の推計数

　介護度の高い人を減少させ、要支援以下
の元気高齢者を増やしていくような対策が
望まれます。
（平成１４年度石川町介護保険給付費推計）

（注）前期高齢者：６５～７４歳　後期高齢者：７５歳以上

●寝たきりの原因

　寝たきりの原因の半数以上は、脳血管疾
患になっており、次いで老人性痴呆、老衰、
転倒、骨折の順となっています。県全体の
平均と比較すると、老人性痴呆が２．４倍にな
っています。　（平成１０年高齢者基礎調査）
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●医療費の推移

　１人当たりの医療費（一般、退職、老人
の計）は、過去５年間を見ると少しずつ上
昇傾向にあり、平成１２年度は前年よりやや
低くなっています。いずれの年も県平均よ
りは、大変低い状況にあります。

（国民健康保険調べ）
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●平成１３年死亡原因（総数１９１人）

　本町では、がん、心疾患、脳血管疾患等
の生活習慣病による死亡が全体の６割以上
を占め、次に肺炎、老衰の順となっています。

（石川町保健センター調査）
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4 広報いしかわ　１０月号

　

８
月　

日
、
役
場
分
庁
舎
平
和
の
像
前
で
、
石

１５

川
町
民
平
和
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
町
平
和
の
会
主
催
で
７
回
目
。

　

町
民
ら
約　

人
が
参
列
す
る
な
か
、
西
牧
立
博

８０

町
長
ら
が
「
世
界
の
恒
久
平
和
、
戦
争
の
な
い
世

界
を
」
と
あ
い
さ
つ
。
遺
族
会
沢
田
分
会
長
の
近

藤
宣
昭
さ
ん
ら
が
献
花
し
、
富
岡
正
夫
さ
ん
が

「
戦
死
し
た
兄
」
の
体
験
談
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
溝
井
慎
吾
さ
ん
（
学
法
石
川
高
）、
我

妻
春
佳
さ
ん
（
郡
山
東
高
）
が
、『
核
兵
器
廃
絶
・

不
戦
・
平
和
の
町
』
を
宣
言
し
、
世
界
の
恒
久
平

和
を
願
い
ま
し
た
。

世
界
の

恒
久
平
和
を
願
っ
て

　

８
月　

日
〜　

日
ま
で
、
町
内
７
会
場
で
町
政

１９

２８

懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

延
べ
２
３
５
人
（
男
２
０
７
人
・
女　

人
）
が

２８

出
席
。
西
牧
立
博
町
長
が
第
４
次
総
合
計
画
を
柱

に
し
た
重
点
事
業
や
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
三
瓶
善
和
企
画
商
工
課
長
も
市
町
村
合
併

の
歴
史
や
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
、
出
席
者
か
ら
の
意
見
を
求
め
ま
し
た
。

　

出
席
者
の
多
く
は
、
合
併
に
対
す
る
意
識
は
高

ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
地
域
の
問
題
を
取
り
上
げ

た
意
見
・
要
望
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

町
内
７
会
場
で

町
政
懇
談
会
を
開
催

　

７
月　

日
、
１
年
間
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て

２９

ポ
ー
ル
・
ラ
イ
ト
先
生
（
右
）
が
着
任
し
、
石
川

中
・
沢
田
中
で
生
き
た
英
語
指
導
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
１
日
に
は
、
国
際
交
流
員
と
し
て

平
田
村
、
古
殿
町
で
活
躍
さ
れ
た
フ
ィ
オ
ナ
・
ス

ロ
ス
ホ
ー
バ
ー
先
生
（
左
）
が
着
任
し
、
保
育
所
、

小
学
校
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
あ
っ
て
い

ま
す
。

　

２
人
と
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
出
身
で
す
。
１

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ポ
ー
ル
先
生
・
フ
ィ
オ
ナ
先
生

よ
う
こ
そ
石
川
町
へ
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８
月　

日
、
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
石
川
地

２９

区
小
・
中
学
校
音
楽
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

合
奏
、
合
唱
の
種
目
に　

の
小
学
校
、
９
つ
の

２０

中
学
校
が
参
加
し
、
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

　

小
学
校
の
部
、
合
奏
で
金
賞
に
輝
い
た
の
は
石

川
小
「
交
響
曲
第
８
番
「
未
完
成
」
第
１
楽
章
」、

合
唱
も
石
川
小
「
女
声
・
同
声
合
唱
曲
集
「
地
平

線
の
か
な
た
へ
」
よ
り
二
十
億
光
年
の
孤
独
」、

ま
た
中
学
校
の
部
で
は
、
石
川
中
も
合
唱
・
合
奏

と
も
に
金
賞
に
輝
い
て
い
ま
す
。

石
川
地
区
音
楽
祭

石
川
小
・
石
川
中
が
合
唱
・
合
奏
で
金
賞

　

９
月
１
日
、
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
、
姉
妹

都
市
角
田
市
・
石
川
町
親
善
武
道
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
前
に
は
本
町
の
参
加
者
全
員
で
角
田
市

の
み
な
さ
ん
を
お
出
迎
え
。
昨
年
、
柔
道
、
剣
道

の
部
で
優
勝
し
た
角
田
市
か
ら
優
勝
旗
が
西
牧

立
博
町
長
に
返
還
さ
れ
、
添
田
宇
宙
さ
ん
（
石
川

中
）
と
角
田
友
紀
さ
ん
（
石
川
中
）
が
選
手
宣
誓

を
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
一
般
、
女
子
の
部
ま
で
約
１
５
０

人
が
参
加
し
、
部
門
ご
と
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
石
川
町
チ
ー
ム
は
柔
道
の
部
が
総
合

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
角
田
市
と
の
武
道
大
会

柔
道
の
部
が
総
合
優
勝

　

８
月
８
日
〜　

日
ま
で
、
天
栄
村
に
あ
る
ブ
リ

１０

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
、
英
国
文
化
体
験
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。　

国
際
理
解
教
育
推
進
事
業
と

し
て
進
め
て
い
る
も
の
で
、
小
学
５
・
６
年
生　
６０

人
が
参
加
す
る
と
い
う
人
気
ぶ
り
。

　
　

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
英
語
を
使
っ
た
カ

１０
ー
ド
遊
び
な
ど
の
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

施
設
に
入
れ
ば
英
国
と
い
っ
た
雰
囲
気
に
加

え
、
言
葉
は
す
べ
て
英
語
。
子
ど
も
た
ち
は
、
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
使
え
る
英
語
や
手
振
り
で
言
葉

を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

天
栄
村
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で

英
国
文
化
体
験

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。



6 広報いしかわ　１０月号

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
３

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
４
月
に
結
婚
。

２７

青
年
期
は
、
戦
中
の
食
糧
増
産
体

制
に
よ
り
、
当
時
の
母
畑
村
か
ら
３
人

招
集
さ
れ
、
矢
吹
町
の
現
県
立
農
業
短

期
大
学
付
近
を
開
墾
し
ま
し
た
。
結
婚

後
は
、
父
が
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
役
職
を

勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
妻
と
と
も

に
葉
タ
バ
コ
、
水
稲
、
麦
な
ど
の
農
業

に
専
念
。
当
時
は
手
作
業
、
馬
耕
作
も

あ
り
ま
し
た
が
苦
労
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
ま
た
、
葉
タ
バ
コ
、
米
な

ど
は
現
金
に
換
え
、
米
が
不
足
す
る
と

麦
を
主
食
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

良
一
さ
ん　

冬
期
間
の
鉄
砲
打
ち

で
す
。

晴
代
さ
ん　

野
菜
づ
く
り
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

高
田
桜
と
母
畑
湖
の
紅
葉
風
景
で

す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

藤
扱
沢
か
ら
玉
川
村
の
須
釜
に
ぬ

け
る
道
路
の
改
良
で
す
。

　

職
業
▽
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
石
川
で
金
融

窓
口
の
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

友
だ
ち
と
買
い
物
や
旅
行
に
行
く

こ
と
で
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

今
後
も
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に

旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
時
間
を
忘
れ
て
、
の
ん

び
り
と
温
泉
め
ぐ
り
の
旅
に
も
出
か
け

て
み
た
い
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
楽

し
く
ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
る
温
泉
施

設
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
多
目
的
施
設

が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

優
し
く
て
思
い
や
り
が
あ
り
、
意

志
の
強
い
人
で
す
。

次
回
は
野
内
さ
ん
の
紹
介
で
、

小
平　

大
輔
さ
ん
で
す
。

関
根　

良
一
さ
ん（　

歳
）

７４

　
　
　

晴
代
さ
ん（　

歳
）

６６

住
所
／
母
畑
字
滝
ノ
平

新屋敷字鳥内

野内美智子さん（２３歳）

川音　 夏 琳   　ちゃん
か りん

矢ノ目田　　　　　　　　　
雅浩さん・俊子さんの長女　
平成１３年８月１３日生まれ　　　

「元気で優しい子どもに育って
ね！」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。



◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

山
形
の
横
山
生
ま
れ
で
す
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

子
ど
も
の
頃
、
夏
休
み
に
は
葉
タ
バ
コ
の
仕
事
を
し
て

友
だ
ち
と
泳
ぎ
に
行
き
、
県
立
石
川
高
校
時
代
は
、
近
く

の
集
配
所
ま
で
牛
乳
を
届
け
、
当
時
の
高
校
は
ア
ル
バ
イ

ト
禁
止
で
し
た
が
、
山
桜
酒
店
の
旦
那
さ
ん
が
町
の
教
育

関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
特
別
に
バ
イ
ト
し
て
い

ま
し
た
。

　
　

歳
で
ふ
る
さ
と
を
離
れ
ま
し
た
が
、
石
川
町
の
人
々

１８
の
温
か
い
思
い
や
り
が
、
私
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

高
校
を
卒
業
後
、
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
大
阪
に
入
り
お
菓
子

づ
く
り
に
研
鑚
し
ま
し
た
。
昨
年
の　

月
ま
で
、
�
京
都

１２

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
の
製
菓
料
理
長
を
務
め
、
そ
の
研

究
の
成
果
を
菓
子
博
覧
会
な
ど
に
出
品
し
、
数
々
の
賞
を

い
た
だ
き
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
埼
玉
県
に
あ

る
鐘
淵
化
学
工
業
�
の
研
究
室
グ
ル
ー
プ
・
テ
ク
ニ
カ
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
菓
子
づ
く
り
に
必
要
な
油
や
生

ク
リ
ー
ム
な
ど
の
製
造
に
対
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
西
福
島
県
人
会
京
都
会
の
幹
事
、
石
川
町

「
キ
ラ
ラ
大
使
」
も
務
め
て
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

年
に
一
度
訪
れ
ま
す
が
、
自
然
に
包
ま
れ
た
ふ
る
さ
と

は
、
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
フ

ァ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
よ
う
な
田
園
風
景
。
ふ
る
さ
と
を

離
れ
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
石
川
町
の
大
切
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
、年
を
重
ね
る
ご
と
に

石
川
町
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す

大阪府 渡邉　登さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

昭
和　

年
代
ま
で
全
国
有
数
の
石
炭

３０

の
町
と
し
て
栄
え
、
現
在
、
唯
一
の
製

塩
工
場
を
基
幹
産
業
と
し
た
五
島
難
の

景
観
、
好
漁
場
を
生
か
し
た
手
づ
く
り

の
観
光
開
発
、
水
産
業
に
力
を
注
い
で

い
る
、
人
口
約
２
千
３
百
人
の
長
崎
県

崎
戸
町
で
す
。

　

私
は
人
口
約
２
百
人
の
平
島
の
漁
業

家
で
生
ま
れ
育
ち
、
今
で
も
イ
セ
エ
ビ
、

ア
ワ
ビ
な
ど
を
収
穫
し
て
い
ま
す
。
春

か
ら
秋
は
、
釣
り
人
で
賑
わ
い
、
美
し

い
景
観
も
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

冬
は
潮
風
で
寒
く
な
る
地
域
で
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
５
月
に
来
ま
し
た

５９

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

雪
が
と
て
も
珍
し
く
大
は
し
ゃ
ぎ
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た
桜
の

美
し
さ
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

人
々
も
人
情
味
が
あ
り
、
秋
ま
つ
り
に

参
加
し
た
り
、
仲
間
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

子
ど
も
を
保
育
所
に
送
迎
す
る
の
に
、

歩
道
が
狭
く
危
険
な
思
い
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
就
職
す
る
時
期
を
迎
え
、
町

内
に
努
め
る
企
業
が
少
な
い
で
す
。
ま

た
、
各
商
店
に
は
駐
車
場
が
少
な
く
不

便
に
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
安
心

し
て
飲
め
る
水
道
水
で
あ
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

長崎県崎戸町長崎県崎戸町

鹿
ノ
坂

金
沢
ま
る
み
さ
ん

矢内　南海    　ちゃん
みなみ

南山形字堂ノ平　　　　　　　
忠次さん・美香さんの長女　　
平成１３年７月２８日生まれ　　　

「笑顔の絶やさない、明るい子

になってネ!!」」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲調理学校で生徒を指導
しているようす

7広報広報いしかわいしかわ　１０１０月号月号
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月　

日　
　

日

１０

２０

２１

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
を
開
催

　

高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健
康
・

福
祉
な
ど
の
総
合
的
な
祭
典
で
あ
る
『
第　

回
全
国
健

１５

康
福
祉
祭
ふ
く
し
ま
大
会
（
う
つ
く
し
ま
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
２
０
０
２
）』
が
平
成　

年　

月　

日（
土
）〜　

１４

１０

１９

２２

日（
火
）ま
で
の
４
日
間
、
県
内　

市　

町
１
村
を
会
場

１０

１３

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

石
川
町
で
は
全
国
か
ら　

チ
ー
ム
、
約
７
０
０
人
の

９６

選
手
が
参
加
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

全
国
か
ら
石
川
町
を
訪
れ
る
選
手
、
役
員
の
み
な
さ

ん
を
温
か
く
お
迎
え
し
、
盛
り
上
が
り
の
あ
る
交
流
大

会
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

チ
ー
ム
が　

パ
ー
ト
で
熱
戦　

９６

２４

!!

母
畑
チ
ー
ム
は
A
パ
ー
ト
に
登
場

F u k u s h i m a R e d
美しい出会い  美しいふれあい 

Fukushima Yellow
美しい未来 

（日）

（月）
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
・
石
川

〔
石
川
町
総
合
運
動
公
園
・
多
目
的
広
場
〕

母畑チーム
（福島県石川町）

母畑チームが出場するＡパート〔第１コート〕の対戦表

ワロー２１世紀（大阪市）

第３試合・午前１１時１０分～

①代表者会議 ………………… 午後６時～

①歓迎アトラクション …… 午前８時４５分～

②開始式 ……………………… 午前９時～

③予選リーグ戦  午前１０時～午後５時まで

①決勝トーナメント … 午前９時～午後１２時５０分まで

②表彰式 ………………… 午後１時２０分～

１０月１９日（土） 母畑温泉「八幡屋」

１０月２０日（日） 総合運動公園多目的広場

１０月２１日（月） 総合運動公園多目的広場

１０月２０日（日）・２１日（月）
総合運動公園多目的広場

健康づくり教室 午前９時～午後５時まで
（ただし、２１日（月）は午後１時まで）

〔体力測定・ニュースポーツ体験コーナー〕

信州上田（長野県）

第５試合・午後１２時２０分～

南種子（鹿児島県）

第１１試合・午後３時５０分～

１０/２０（日）
リーグ戦開始 !
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●
メ
ン
バ
ー
紹
介

　

後
列
左
か
ら
①
我
妻　

義
広
さ
ん
（
母
畑
）

②
永
沼
源
孝
さ
ん
（
湯
郷
渡
）
③
木
戸　

四
郎

さ
ん
（
母
畑
）
④
松
山　

義
夫
さ
ん
（
曲
木
）

　

前
列
左
か
ら
⑤
佐
藤　

ハ
ル
さ
ん
（
曲
木
）

⑥
福
田　

源
喜
さ
ん
（
母
畑
）
⑦
佐
藤　

好
子

さ
ん
（
曲
木
）
⑧
佐
藤　

セ
ン
さ
ん
（
曲
木
）

福
島
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る

母
畑
チ
ー
ム
を
応
援
し
よ
う

▲日に日に練習にも熱が入る母畑チーム

Fukush ima B l u e
ほんとうの空 

Fukushima Green
やすらぎの大地 

　

母
畑
チ
ー
ム
は
、
永
沼
源
孝
さ
ん
（
湯

郷
渡
）
を
主
将
に
、
曲
木
の
４
人
を
含
む

８
人
で
、
毎
週
水
曜
日
、
土
曜
日
の
２
回
、

岩
谷
松
治
さ
ん
（
曲
木
）
私
有
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
仲
間
と
対

戦
形
式
で
、
実
際
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
ボ
ー

ル
を
打
っ
て
、
ゲ
ー
ト
や
ボ
ー
ル
ま
で
の

距
離
感
や
正
確
性
を
養
い
な
が
ら
実
践
感

覚
を
養
っ
て
い
ま
す
。

母
畑
チ
ー
ム
８
人
を
紹
介
し
ま
す

「
一
戦
一
戦
を
大
切
に
・
ま
ず
一
勝
」

①
「
地
元
開
催
な
の
で
、
は
ず
か
し
く

よ
う
に
し
た
い
で
す
。」

②
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
、
優
勝

目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。」

③
「
人
並
み
に
、
は
ず
か
し
く
な
い
試

合
を
し
た
い
で
す
。」

④
「
一
勝
を
目
標
に
が
ん
ば
り
ま
す
。」

⑤
「
一
生
懸
命
、
主
将
の
指
示
を
聞
い

て
、
が
ん
ば
り
ま
す
。」

⑥
「
ま
ず
、
一
勝
で
す
。」

⑦
「
主
将
の
指
示
に
従
っ
て
が
ん
ば
り

ま
す
。」

⑧
「
が
ん
ば
り
ま
す
。」

交
流
大
会
に
向
け
て

！
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●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

加
ト
吉
水
産
㈱
フ
ー
ズ
部
福
島
工
場

の
工
場
長
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
従
業

員
２
２
０
人
で
人
気
の
お
好
み
焼
き
や

た
こ
焼
き
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
な
ど
の
製

造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
々
研
究
を
重

ね
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品

開
発
と
品
質
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
お
好
み
焼
き
は
数
年
前
か
ら
コ

ン
ビ
ニ
と
契
約
を
結
び
、
ヒ
ッ
ト
商
品

と
し
て
生
産
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
あ
ぶ
く
ま　

で
は
首
都
機
能
移
転

２１

の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
石

川
地
方
の
未
来
に
つ
い
て
夢
と
ロ
マ
ン

を
語
り
合
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
石
川
町
第
４
次
総
合

計
画
の
策
定
に
携
わ
り
、
今
は
町
都
市

計
画
審
議
委
員
会
の
役
職
も
務
め
て
い

ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

今
出
川
・
北
須
川
の
桜
並
木
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
特
に
今
出
川
に
放
流

さ
れ
て
い
る
鯉
は
、
町
の
自
然
と
景
観

を
活
か
し
た
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
取

り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

最
優
先
課
題
は
雇
用
の
場
の
確
保
だ

と
思
い
ま
す
。
今
の
よ
う
な
混
沌
と
し

た
社
会
情
勢
の
中
で
も
伸
び
て
い
る
企

業
も
あ
り
、
現
実
に
他
の
周
辺
市
町
村

に
進
出
し
て
来
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

積
極
的
な
企
業
誘
致
を
図
り
、
こ
の
町

に
来
る
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
提
案
し
、

誘
致
活
動
を
推
進
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
固
定
資
産
税
を

数
年
間
免
除
す
る
の
も
一
つ
の
案
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
既
存
の
企
業

に
対
し
て
も
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
、

ど
ん
な
問
題
が
あ
る
の
か
把
握
し
行
政

に
活
か
す
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
行
政

も
住
民
も
潤
い
、
豊
か
に
な
れ
ば
人
口

流
出
に
も
歯
止
め
が
か
か
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
必
要
な
も
の
は
地
元
で
買

い
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
商
店
街
づ
く

り
を
促
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

石
川
町
は
優
秀
な
人
材
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
芸
術
そ
し
て
文
化
に
富
み
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
も
大
変

意
欲
的
で
人
情
味
が
あ
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
英
知
を
結
集
し
、
さ
ら
に
お
互

い
に
協
調
し
な
が
ら
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
地
域
に
貢
献
し
、
自
分
た
ち
の
住

む
町
は
、
自
分
た
ち
で
築
き
あ
げ
て
い

く
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
と
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ

く
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

首
都
圏
・
近
畿
圏
の
市
街
地
へ
産

業
や
人
口
の
集
中
を
防
ぎ
、
工
場
等

の
地
方
分
散
を
進
め
る
た
め
の
制
度

で
あ
る
「
首
都
圏
既
成
市
街
地
工
場

等
規
制
法
」
と
「
近
畿
圏
既
成
市
街

地
工
場
等
規
制
法
」
が
廃
止
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
制
限
さ

れ
て
い
た
首
都
圏
や
近
畿
圏
の
市
街

地
へ
の
大
規
模
な
工
場
や
大
学
な
ど

の
立
地
や
拡
張
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。

　

規
制
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
首
都

圏
や
近
畿
圏
の
工
場
等
の
規
模
拡
大

の
際
に
は
、
地
方
に
新
工
場
を
建
設

せ
ざ
る
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

大
学
の
増
改
設
を
規
制
し
て
き
た
た

め
大
学
移
転
に
と
も
な
う
知
的
人
材

の
流
出
な
ど
に
よ
っ
て
都
市
の
魅
力

が
失
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

工
場
等
が
移
転
し
た
跡
地
に
は
、
大

型
商
業
施
設
が
立
地
し
、
周
辺
の
土

地
利
用
を
大
き
く
変
容
さ
せ
る
と
と

も
に
、
地
域
に
依
拠
し
て
繁
栄
し
て

き
た
商
店
街
が
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
事
例
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

こ
の
規
制
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、

大
学
や
工
場
等
を
巻
き
込
ん
だ
中
心

市
街
地
や
郊
外
地
の
ま
ち
づ
く
り
の

見
直
し
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

首都圏及び
近畿圏の工場等
制限法が廃止

こ
の
町
に
来
る
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
を

提
案
し
、積
極
的
な
企
業
誘
致
を

吉
田　

正
さ
ん
●
沢
井
字
深
谷

▲加ト吉水産㈱フーズ部福島工場

▲今出川に放流されている鯉
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イ
ン
フ
レ
か
ら
デ
フ
レ
へ

　

昭
和
二
十
年
八
月
の
敗
戦
以
来
、
日

本
経
済
は
物
資
の
欠
乏
と
税
収
の
不
足
、

さ
ら
に
際
限
の
な
い
紙
幣
の
発
行
に
よ

り
、
物
価
は
急
上
昇
（
イ
ン
フ
レ
）
を

続
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
を
統

治
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
銀
行
家

ド
ッ
ジ
を
特
命
公
使
と
し
て
日
本
に
派

遣
し
、
赤
字
を
許
さ
な
い
徹
底
し
た
均

衡
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
安
定
策

を
と
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
小

企
業
の
倒
産
、
公
務
員
の
人
員
整
理
な

ど
に
よ
り
昭
和
二
十
四
年
に
は
深
刻
な

デ
フ
レ
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
日
本
経
済
は
、
昭
和
二
十

五
年
六
月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
に
よ

る
好
景
気
（
特
需
）
の
結
果
、
高
度
経

済
成
長
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
特
需
（
と
く
じ
ゅ
）
景
気
は
な
か

な
か
地
方
に
は
及
ば
ず
、
地
方
の
自
治

62

編
纂
室
だ
よ
り 

私
は「
火
の
車
」財
政
の
光
栄
あ
る
運
転
手
│
吉
田
嘉
重
町
長
は
語
る

　

こ
の
度
、
昭
和　

年
（
一
九
五
一
）
九
月
一
日
発
行
の
旧
石
川
町
「
公
民
館

２６

た
よ
り
」
第
４
号
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
面
で
吉
田
嘉
重
町
長
（
合
併

後
の
第
二
代
町
長
）
は
、
町
の
財
政
状
態
に
つ
い
て
町
民
に
語
り
か
け
て
い
ま

す
。
当
時
の
日
本
経
済
は
デ
フ
レ
で
、
現
在
と
類
似
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

歴
史
上
の
事
例
を
教
訓
と
し
て
学
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
か
。

体
の
財
源
の
不
足
と
新
制
中
学
校
の
発

足
に
よ
る
校
舎
の
新
築
な
ど
で
、
深
刻

な
財
政
難
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

「
火
の
車
」
財
政
の
認
識
を

　

当
時
の
吉
田
町
長
の
談
話
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
要
旨
）

　

わ
が
町
の
一
年
間
の
歳
入
歳
出
二
千

八
十
万
円
、
そ
の
内
千
二
百
七
十
万
円

が
租
税
及
び
国
か
ら
の
交
付
金
で
あ
る

（
註
・
単
純
計
算
で
千
十
万
円
の
赤

字
！
）。今
年
の
交
付
金
は
五
百
万
円
と

予
想
さ
れ
る
。
新
規
の
大
事
業
は
い
ず

れ
の
町
村
も
同
じ
だ
が
、
す
べ
て
公
債

又
は
借
入
金
等
の
借
金
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
る
。
起
債
の
許
可
を
得
る
こ
と
自
体

が
現
状
で
は
容
易
で
な
い
。
町
立
中
学

校
の
講
堂
は
予
算
百
八
十
万
円
、
こ
の

内
七
十
八
万
円
は
国
庫
補
助
で
あ
る
。

都
市
計
画
の
高
田
桜
通
り
道
路
拡
張
は

百
万
円
の
予
定
だ
が
、
こ
の
内
四
分
の

三
は
県
と
国
の
負
担
で
四
分
の
一
が
わ

が
町
の
負
担
で
あ
る
。

　

町
収
入
の
根
幹
は
申
す
ま
で
も
な
く

租
税
（
町
民
税
）
で
あ
る
。
町
税
が
滞

納
に
な
る
と
事
業
を
行
う
こ
と
は
お
ろ

か
直
ち
に
役
場
吏
員
の
生
活
に
響
く
。

町
村
財
政
は
ど
こ
も
同
じ
で
苦
し
い

「
火
の
車
」
で
あ
る
。
そ
し
て
私
は
選

ば
れ
た
光
栄
あ
る
運
転
手
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
「
火
の
車
」
を
上
手
に
操
縦
し
て

石
川
町
の
大
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て

い
る
。
ど
う
か
み
な
さ
ん
も「
火
の
車
」

財
政
に
相
当
の
ご
認
識
を
願
い
た
い
。

パ
ー
ト
◯ 7

　

６
月　

日
（
日
）、
中
谷
地
区
公
民

３０

館
事
業「
中
谷
少
年
青
空
学
校
」で
雄

国
沼
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
協
中
谷
地
区
協
議
会
の
方
な

ど
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
雄
子

沢
入
口
か
ら
登
り
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
が
一
面
に
咲
い
て
い
る
沼
周
辺
の

散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
５
・
６
年
生
の　
３１

人
は
四
方
の
山
々
そ
し
て
、
黄
色
の

じ
ゅ
う
た
ん
に
「
き
れ
い
」
と
声
を

あ
げ
、
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
自
然

の
偉
大
さ
、
美
し
さ
を
改
め
て
体
感

で
き
た
一
日
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、

こ
の
自
然
を
ぼ
く
た
ち
・
私
た
ち
が

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し

た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
入
り
、
７
月　

日
（
木
）

２５

中
央
公
民
館
事
業
「
ぼ
く
も
わ
た
し

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
教
育
委
員

会
「
埋
蔵
文
化
財
普
及
事
業
」
の
共

催
事
業
と
し
て
、
町
の
史
跡
と
文
化

財
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
現
在

開
催
さ
れ
て
い
る
殿
内
遺
跡
群
発
掘

調
査
成
果
展
の
土
器
を
見
学
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
県
指
定
文
化
財
の
大

壇
古
墳
、
悪
戸
古
墳
を
見
学
し
、
大

壇
古
墳
で
は
実
際
に
前
方
後
円
墳
の

長
さ
を
測
る
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

身
近
な
史
跡
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
古

代
へ
の
あ
こ
が
れ
が
芽
生
え
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲吉田嘉重町長の似顔絵
「公民館たより」第４号より
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愛
車
を
窃
盗
犯
か
ら
守
ろ
う 

40

ら
、
命
の
量
を
増
や
し
、
命
の
質
を
高

め
る
に
は
、
肉
、
牛
乳
、
油
脂
類
を
食

べ
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

●
老
化
を
遅
ら
せ
る
た
め
の

　

食
生
活
の
手
立
て

　

表
の
食
生
活
指
針
は
、
実
際
に
高
齢

者
の
低
栄
養
と
貧
血
の
予
防
に
有
効
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
肉
と

魚
を
同
じ
割
合
で
食
べ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
油
脂
類
を
食
べ
る
こ
と
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。
魚
に
偏
る
こ
と
な
く
、
１

日
１
食
は
肉
を
お
か
ず
に
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
粗
食
盲
信
は
禁
物
で
す
。

●
老
化
予
防
を
目
指
し
た
食
生
活
へ

　

ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ

　

高
齢
期
に
栄
養
状
態
を
悪
く
す
る
と
、

老
化
が
進
み
や
す
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
個
々

の
病
気
の
予
防
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
み

に
気
を
配
る
の
で
は
な
く
、
老
化
と
い

う
、
病
気
と
は
全
く
違
う
変
化
を
い
か

に
遅
ら
せ
る
か
に
注
目
し
た
食
事
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
齢
期
の

食
生
活
の
目
標
は
、
低
栄
養
の
予
防
と

い
え
ま
す
。

●「
元
気
に
長
生
き
」に
欠
か
せ
な
い

　

食
品
│
肉
│

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
こ
の
１
０

０
年
で
２
倍
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
背

景
に
は
、
肉
、
牛
乳
、
卵
、
油
脂
類
の

摂
取
増
加
が
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
、
肉
、
牛
乳
、
油
脂
類

を
よ
く
食
べ
る
人
は
余
暇
活
動
な
ど
の

知
的
な
活
動
能
力
が
落
ち
に
く
い
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か

●
確
実
な
ロ
ッ
ク
を
心
が
け
よ
う

　

車
を
ね
ら
う
犯
人
は
、
短
時
間
で
犯

行
を
行
お
う
と
し
ま
す
。
実
際
に
、
盗

難
被
害
車
の
半
数
近
く
は
、
ド
ア
ロ
ッ

ク
を
し
て
い
な
い
「
無
締
ま
り
」
に
よ

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

エ
コ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

環
境
に
や
さ
し
い
買
物
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

●
必
要
性 

　

過
剰
包
装
の
削
減
や
省
エ
ネ
効
果

の
高
い
商
品
の
購
入
な
ど
の
環
境
に

負
荷
を
与
え
な
い
消
費
行
動
を
実
践

す
る
こ
と
に
よ
り
、
温
暖
化
防
止
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
過
剰
包
装
は
断
り
ま
し
ょ
う

●
買
物
袋
を

持
参
し
ま

し
ょ
う

●
エ
コ
マ
ー
ク
や
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク

な
ど
の
つ

い
た
リ
サ

イ
ク
ル
商

品
を
積
極

的
に
購
入

し
ま
し
ょ

う
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

エ
コ
ラ
イ
フ
４
つ
の
心
が
け
④

　

高
級
車
や
人
気
車
を
ね
ら
っ
た
組
織
ぐ
る
み
の
窃
盗
犯
罪
が
、
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
標
的
に
し
た
車
を
盗
み
、
偽
装
ナ
ン

バ
ー
を
取
り
付
け
て
売
却
す
る
な
ど
、
そ
の
手
口
は
非
常
に
巧
妙
で
す
。

最
近
で
は
、
キ
ー
ロ
ッ
ク
を
し
て
い
て
も
か
ぎ
を
壊
し
て
車
内
に
侵
入

し
、
車
の
配
線
を
操
作
し
て
、
乗
り
去
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

る
も
の
。
わ
ず
か
２
〜
３
分
の
駐
車
で

も
、
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
窓
も
き
っ
ち
り
密
閉
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
。
わ
ず
か
で
も
す
き
間
が

開
い
て
い
る
車
に
は
、
車
を
ね
ら
う
犯

人
の
目
が
集
ま
り
ま
す
。

●
防
犯
装
置
の
効
果
的
な
使
用
を

　

自
宅
ガ
レ
ー
ジ
に
駐
車
す
る
と
き
で

も
、
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
長
時
間
駐
車
す
る
と
き
は
、
な

る
べ
く
防
犯
カ
メ
ラ
や
照
明
設
備
の
あ

る
と
こ
ろ
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
最
近
で

は
、
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
や
自
動
警
報
機

な
ど
、
安
価
で
高
性
能
な
防
犯
装
置
も

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
装
置

を
使
用
し
て
、
よ
り
確
実
な
防
犯
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

●
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー

　

イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
と
は
、
キ
ー
に
埋
め

込
ま
れ
た
電
子
チ
ッ
プ
の
固
有
Ｉ
Ｄ
と
、

車
両
側
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
Ｉ
Ｄ
が
一
致
し

た
場
合
に
し
か
エ
ン
ジ
ン
が
始
動
し
な
い

防
犯
シ
ス
テ
ム
で
す
。

老化遅延のための食生活指針
（重要項目を抜粋）

◯1 動物性たんぱく質を十分に摂
取する。

◯2 魚と肉の摂取は1：1程度の
割合にする。

◯3 肉は、さまざまな種類を摂取
し、偏らないようにする。

◯4 油脂類の摂取が不足しないよ
うに注意する。

◯5 牛乳は、毎日200ml 以上飲
むようにする。



13広報いしかわ　１０月号

払い戻しが受けられます ●こんな給付があります● 

急病などで、やむをえず保険証をもたずに診療
をうけたとき 

骨折、ねんざなどで柔道整復師の施術をうけた
とき 
　(国保の取り扱いをしている柔道整復師の場合
は、保険証と印かんを持参すれば一部負担金で
施術がうけられます。) 

医師が必要と認めたマッサージやはり・きゅう
などの施術をうけたとき 

医師が必要と認めたコンサルタントなどの治療
用補装具を購入したとき 

輸血のための生血代を負担したとき 

　出産育児一時金 
　国保に加入している人が出産したとき(妊娠85日以
上の死産・流産を含む)に支給されます。 

　葬　祭　費 
　国保に加入している人が死亡したとき、葬祭を行っ
た人に支給されます。 

　移　送　費 
　移動が困難な患者が医師の指示で、入院・転院のた
めに移送されたとき(国保が必要と認めた場合に限る)
に支給されます。 

　訪問看護療養費 
　医師の指示で在宅医療をうける人が訪問介護ステー
ションなどを利用したときも、保険証と一部負担金で
診療をうけられます。 

　次のようなときは、いったん費用の全額を支払
いますが、申請によりあとから払い戻しがうけら
れます。 

　

大
人
が
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
考
え

る
と
き
、
病
気
で
も
し
な
い
と
本
当
に

難
し
さ
を
感
じ
ま
す
。「
よ
い
生
活
習
慣

づ
く
り
」
は
、
や
は
り
「
子
ど
も
の
う

ち
か
ら
」
な
の
で
す
。「
３
つ
子
の
魂
百

ま
で
」
と
い
う
よ
う
に
、
３
歳
前
と
思

っ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
実
際
こ
の
時
期
に
、
よ
い
生
活

習
慣
づ
く
り
を
意
識
し
て
い
る
人
は
、

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

３
歳
の
頃
は
、
大
人
の
真
似
な
ど
が

始
ま
り
、
簡
単
な
服
の
着
脱
、
規
則
的

な
就
寝
と
起
床
、
自
分
で
食
べ
る
、
排

泄
の
自
立
な
ど
、
興
味
が
出
て
き
た
り
、

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ど
ん
ど
ん

自
分
を
出
す
時
期
に
な
っ
て
き
ま
す
。

け
れ
ど
も
３
歳
検
診
な
ど
を
見
る
と
、

周
囲
の
大
人
が
手
や
口
を
出
し
す
ぎ
て
、

自
分
で
考
え
、
や
ろ
う
と
す
る
芽
を
摘

ん
で
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
デ
オ
の
子
守
や
車
で
ド
ラ

イ
ブ
な
ど
、
子
ど
も
が
喜
ぶ
か
ら
と
い

っ
て
、
や
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
ど
う
な

の
で
し
ょ
う
か
。「
子
ど
も
と
接
す
る
」

っ
て
、
本
来
な
ら
物
や
特
別
な
道
具
で

は
な
く
、
抱
っ
こ
し
て
、
く
っ
つ
い
て
、

お
話
が
一
番
大
切
な
時
期
な
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
我
慢
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
し
、
き
ち
ん
と
子
ど
も
が
覚
え
た
り
、

お
話
し
て
面
と
向
か
い
あ
っ
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

子
ど
も
の
よ
い
生
活
習
慣

づ
く
り
に
向
け
て

今月の納期
１０月２５日まで納めましょう

町県民税（３期分）　国民健康保険税（４期分）　介護保険料（４期分）

になる
いい話。 ��������	

�������

　9月2日から約1ヵ月間、町で実施した骨密度検査の会場にて、食生
活改善推進員手づくりの「骨を丈夫にするおやつ」を提供しました。40
歳以上の女性を対象に、食改がおすすめする『スキムミルク』を使った
簡単に作れる“さつまいも茶きん”を試食してもらいました。
　会場では、自宅でも活用してもらうため、レシピを配りアレンジ方法
などもアドバイスしました。
“さつまいも茶きん”の材料と作り方をご紹介します。

骨を丈夫にするおやつ　��������	
【作り方】
◯1 　さつまいもは皮ほむいてザク切りにし、水にさらす。
◯2 　水気を切ったさつまいもをビニール袋に入れ、電子レンジで7～8
分かけ、柔らかくする。（蒸し器でもＯ．Ｋ）
◯3 　◯2 をボウルに入れ、つぶしながらバターと砂糖、きな粉、スキムミ
ルクを混ぜる。さらに生クリームを加え混ぜ、裏ごしをしてなめらか
にする。
◯4 　◯3 を 8等分して丸め、ラップを使って茶きん型にまとめる。上に黒
ごまを散らして出来上がり。

材　料（8個分） 

さつまいも　　2本（300g） 
きな粉　　　　大さじ2（14g） 
バター　　　　20g 
砂糖　　　　　大さじ2（18g） 
スキムミルク　大さじ3（18g） 
生クリーム　　大さじ2（30g） 
黒ごま　　　　適量 

乳製品はカルシウムが 
多く、他の食品に比べると 

吸収が良いの!!

１個当たりの栄養量
105Kcalエ ネ ル ギ ー
2．3gた ん ぱ く 質
4．0g脂 質
15．1g炭 水 化 物
48gカ ル シ ウ ム
6mgコレステロール
0．1g塩 分
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募
　
集 

相
　
談 

　

月
は
仕
事
と
家
庭
を

１０考
え
る
月
間

事
業
主
の
み
な
さ
ん　

労
働
保
険
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か

　
　

月　

日
（
土
）、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ

１０

２６

ド
セ
ン
タ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
場
で
野
焼
き

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

各
公
民
館
で
は
、
完
全
学
校
週
５
日

制
対
応
事
業
と
し
て
「
陶
芸
教
室
」
を

開
い
て
き
ま
し
た
が
、
当
日
は
作
ら
れ

た
土
器
が
持
ち
寄
ら
れ
、
野
焼
き
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
で
は
、
講
師
を
招
い
て
の

野
外
学
習
（
火
お
こ
し
、
竹
に
よ
る
民

族
楽
器
づ
く
り
、
母
畑
湖
で
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
風
野
外
散
策
）・
七
輪
陶

芸
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
お
昼
に
は
豚
汁
が
用
意
さ
れ
ま

す
。
実
行
委
員
会
で
は
多
く
の
方
々
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

野
焼
き
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　

�　

―
５
３
１
３

２６

　

少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
労
働

者
の
仕
事
と
家
庭
と
の
両
立
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
４
月
に
施
行

１４

さ
れ
た
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の
周

知
・
定
着
及
び
仕
事
と
育
児
・
介
護
と

が
両
立
で
き
る
よ
う
、
多
様
で
か
つ
柔

軟
な
働
き
方
を
男
女
労
働
者
が
選
択
で

き
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
」
へ
の
取
り

組
み
を
促
進
す
る
た
め
、「
仕
事
と
家
庭

両
立
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日　
　

時

　

平
成　

年　

月　

日
（
月
）

１４

１０

２１

　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
場　
　

所

　

郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス

●
内　
　

容

　

講
演
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ

ー
企
業
の
経
済
的
効
果
」

　

慶
応
大
学
助
教
授　

八
代　

充
史
氏

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

�
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
９

　

労
働
保
険
（
災
害
保
険
・
雇
用
保
険
）

は
、
労
働
者
が
労
働
災
害
や
失
業
等
の

保
険
事
故
の
と
き
必
要
な
保
険
給
付
を

行
い
、
生
活
安
定
・
社
会
復
帰
の
促
進
・

再
就
職
の
促
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
政
府
が
管
理
・
運
営
し
て
い
る

強
制
的
な
保
険
制
度
で
、
労
働
者
を
一

人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
主
が
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に

よ
り
労
災
保
険
の
保
険
関
係
成
立
届
を

提
出
し
て
い
な
い
期
間
中
に
労
働
災
害

が
生
じ
、
労
災
保
険
給
付
を
行
っ
た
場

合
は
２
年
度
遡
及
し
て
労
働
保
険
料
を

徴
収
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
労
働
保
険

料
額
の　

％
を
追
徴
金
と
し
て
徴
収
さ

１０

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
労
災

保
険
給
付
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
徴

収
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
が
お
す
み
で
な
い
事
業
主
ま

の
方
は
、最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・

公
共
職
業
安
定
所
又
は
労
働
保
険
事
務

組
合
（
労
働
保
険
の
事
務
を
代
行
す
る

団
体
で
、
商
工
会
、
事
業
協
同
組
合
等

が
あ
り
ま
す
。）に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

労
働
基
準
監
督
署
（
須
賀
川
）

　

�
０
２
４
８
―　

―
３
５
１
９

７５

　

公
共
職
業
安
定
所
石
川
出
張
所

　

�　

―
２
４
８
４

２６

　

福
島
県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、
み

な
さ
ん
の
職
場
の
中
で
お
き
て
い
る
賃

金
や
労
働
条
件
等
を
め
ぐ
る
労
使
間
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、出
張
相
談
会（
秘

密
厳
守
）
を
行
い
ま
す
。
労
働
者
・
使

用
者
を
問
わ
ず
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

●
日　
　

時

　

平
成　

年　

月　

日
（
日
）

１４

１１

１０

　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

●
場　
　

所

　

郡
山
市
日
和
田
町

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
・
フ
ェ
ス
タ

１
階
フ
ェ
ス
タ
広
場

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局

　

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
５
９
４

　
　

月　

日（
月
）〜　

日（
日
）の
一
週

１０

２１

２７

間
は
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
の
よ

り
一
層
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
こ

の
週
間
中
に
全
国
一
斉
に
各
種
の
行
事

を
行
い
ま
す
。
役
所
（
国
・
県
及
び
市

町
村
）
や
公
団
・
公
庫
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど

の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や
困
っ
て
い

る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
分
か
ら
な
い

こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と
な
ど
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

石
川
町
に
お
い
て
は
、
行
政
相
談
委

員
が
い
つ
で
も
自
宅
等
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
が
、
次
に
よ
り
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時

　

平
成　

年　

月　

日
（
水
）

１４

１０

２３

　

午
後
３
時
〜
午
後
５
時

●
場
所

　

当
町
地
内「
Ａ
コ
ー
プ
石
川
店
」店
頭

●
石
川
町
行
政
相
談
委
員

　

鈴
木　

益
夫
氏

　

新
町　
２５

　

�　

―
２
３
６
８

２６

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
広
報
広
聴
係

　

�　

―
２
１
１
２

２６

悩
み
や
苦
情
は
、

ま
ず
相
談
！

〜
秋
の
行
政
相
談
週
間
〜

《
無
料
・
秘
密
厳
守
》

職
場
の
労
使
ト
ラ
ブ
ル

相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

月　

日（
土
）は

１０

２６

「
野
焼
き
祭
り
」
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10・11月 

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

佐
川　
 
朱 
音
   

（
洋　

一
・
希
代
子
）
赤　

羽

あ
か 
ね

蕪
木　
 
康 
汰
   

（
康　

良
・
文　

子
）
北　

山

こ
う 
た

引
持　
 
玲 
香
   

（
正　

樹
・
幸　

江
）
轡　

取

れ
い 
か

飯
島　
　

禎
   

（　

徹　

・
陽　

子
）
形　

見

た
だ
し

廣
橋　
 
珠 
梨
   

（　

剣　

・
加
代
子
）
山　

形

し
ゅ 
り

遠
藤　
 
大 
海
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木　

戸　
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山　

形

中央公民館
老人福祉センター
勤労青少年ホーム

石川中学校
沢田中学校

クリスタルパーク・石川

役場宿直室
Ａコープ石川店

老人福祉センター
母畑レークサイドセンター
南山形小学校

県政相談会（午前１０時～）
心配ごと相談（午前１０時～）
年金相談会（午前１０時～）
薬と健康の週間（～２３日）

石晶祭（～２０日）
学校祭（～２０日）
ねんりんピック２００２
ゲートボール交流大会（～２１日）
秋の行政相談週間（～２７日）
交通事故巡回相談（午前１０時～）
秋の行政相談会（午後３時～）

心配ごと相談（午前１０時～）
野焼き祭り・七輪陶芸（～２７日）
収穫祭
文化財防火デー

水
木

金
土

日

月
火
水
木
金
土

日
月
火
水
木

１６
１７

１８
１９

２０

２１
２２
２３
２４
２５
２６

２７
２８
２９
３０
３１

クリスタルパーク・石川

各公民館、外

山橋地区特設コース

老人福祉センター

勤労青少年ホーム

東京方面

県南高校新人ハンドボール大会

文化祭（～４日）

第１回全日本実業団サイクルロードレースｉｎ石川

全国糖尿病週間（～１１日）

心配ごと相談（午前１０時～）

年金相談会（午前１０時～）

石川町民号

秋季全国火災予防運動（～１５日）

１１９番の日

税を知る週間（～１７日）

金
土

日
月
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木
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土

日
月
火
水
木

１
２

３
４
５
６
７

８
９

１０
１１
１２
１３
１４

（平成１４年８月１日～８月３１日まで届出分　敬称略）
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親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
紙
面
を
つ
く
り

上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 
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●第187回● 
沢田児童館 

　夏は昆虫の宝庫ともいえる沢田児童館。大きな桜の木の下では、
セミの飛び出した穴、そして木々には抜け殻もたくさん…。楽しい
日々を昆虫と一緒に過ごしています。 

「大好きな昆虫たち」 「大好きな昆虫たち」 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　8月から11月にかけて、日本全土で開花します。山
野の日当たりのよい道端の法面や伐採地、崩壊地などに
見られ、枝を分けて高さ30cm～1.2mになります。軟
弱な土壌で見られ、日が射さないと花を開かず、咲き終
わると下を向きます。 

（ヤクシソウ：キク科） 

　中田保育所に通う、堀江太樹さん（前列左）、
妹の葉月ちゃん（前列右）と祖父の岩男さん（後
列右）、祖母の幸子さん（後列左）です。 

19,460人（＋　8） 

（  ）内前月比 

●9月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 
世帯数 

9,508人（－　1） 
9,952人（＋　9） 
5,577戸（＋　3） 

　９月の敬老会は町内８ヵ所で７４歳以上のお年
寄りを招き、長年の功績をたたえるとともに、一層
の長寿を願いました。日本は世界一の長寿国であ
ることはご承知のとおりですが、平成１３年７月に
政府が発表した平均寿命は、男が７８.０７歳、女が８４.
９３歳となっています。わが国の最高年齢者は、鹿
児島県の本郷さんで１１５歳、県内でも１００歳以上
の人が２３７人となり、一世紀を生き抜くのも夢で
はなくなりました。 
　今月は、ねんりんピック２００２が開催され、わが町
は、矢吹町と共催でゲートボール交流大会の会場
になっています。母畑チーム(母畑・曲木混成)が福
島県代表として参加しますので、多くの方々のご
声援をお願いします。　　　　　　　（迎　茂城） 

　年長児15人の「すみれ組」全員で大好きな昆虫さんたちを、た
くさん表現しました。とんぼ、カブトムシ、オニ虫を捕まえようとす
る子どもたちもいます。(縦80cm×横110cm) 

左上から　菊地礼花さん（6歳）、山口優香さん（6歳）、藤田悠希さ

ん（6歳）、吉田美咲さん（6歳）、長谷部夏美さん（6歳）、鈴木成来

さん（6歳）、野内竜樹さん（6歳）、大森みさきさん（5歳）、佐藤誉晃

さん（5歳）、大塚晴希さん（5歳）、小野浩輝さん（5歳）、増子若菜

さん（5歳）、大内俊哉さん（5歳）、高木真妃さん（5歳） 

あやか 

みさき 

たつき 

はるき 
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わかな 

たかあき 

なつみ ひらり 

ゆ か  ゆうき 
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